
↑露頭１：六ヶ所層（R）の基底付近（標高10.5m付近）に認められる
軽石質粗粒火山灰【露頭１_Pm試料】。薄い腐植層に上下を挟まれ
ており、比較的保存状態が良好である。

軽石質粗粒火山灰

軽石質粗粒火山灰

露頭１を拡張した結果、六ヶ所層（R）の基底付近（標高10.5m付近）に軽石質粗粒火山
灰を確認したことこら、地質年代測定（ＦＴ法、Ｕ-Ｐｂ法）を実施した。

【露頭１_Pm試料】

・露頭１：六ヶ所層（R）の基底付近（標高10.5m付近）に認められる軽石質粗粒火山灰。

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．１ 出戸西方断層

鷹架沼南岸の地質調査結果（露頭１拡張：地質年代測定（FT法、U-Pb法）：試料）
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・FT法は結晶外部面を、U-Pb法は結晶表面の普通鉛汚染を避けるため、FT測
定後研磨した内部面を測定している。

・今回得られたFT年代1.3±0.2MaとU-Pb年代2.16±0.02Maは2σ誤差内でも一
致しせず、FT年代が有意に若い。

・測定対象とした結晶外部面上には、エッチングによるFT以外に1μm程度の浅
いエッチングピットが多数観察された。このような現象は本質結晶と判断される
結晶では観察されないため、本試料中のジルコンは何らかのリサイクル結晶の
可能性が予想される。

・火山灰中の火山ガラスには特に異常が認められないことから、堆積後の再加
熱は考えられない。

・従って、FT年代が噴出年代を、U-Pb年代は結晶生成年代を示すと判断され、
測定ジルコンはリサイクル結晶の可能性が示唆される。

・地質年代測定（FT法、U-Pb法）の結果、六ヶ所層（R）の基底付近（標高10.5m付近）の軽石質粗粒火山灰か
らは1.3±0.23Ma（FT法）、2.16±0.02Ma（U-Pb法）の年代値が得られた。

・U-Pb年代よりもFT年代のほうが有意に若い結果となったが、FT年代が軽石質粗粒火山灰の噴出年代を、
U-Pb年代はジルコン結晶の生成年代を示すと判断されることから、1.3±0.2Ma（FT法）を採用した。

・したがって、六ヶ所層（R）のうち標高10.5m付近については、第四系下部更新統と判断される。

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．１ 出戸西方断層

鷹架沼南岸の地質調査結果（露頭１拡張：地質年代測定（FT法、U-Pb法）：結果）
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露頭２

・露頭２において、標高約12mに砂子又層下部層（S１）と
六ヶ所層（R）の不整合面を確認した。不整合面は礫の
削り込みにより凹凸している。

・砂子又層下部層（S１）は主に砂岩からなり、シルト岩や
軽石凝灰岩を挟む。

・六ヶ所層（R）は基底部が礫混り砂からなり、上位に向
かい砂層となる。

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．１ 出戸西方断層

鷹架沼南岸の地質調査結果（露頭２）
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露頭３ 写真

b.MN32E12E

b.MN40E9E

b.MN85W20S

b.MN70W12S

b.MN45W7N

・露頭３において、標高約19.5mに砂子又層下部層（S１）と六ヶ所層（R）の不整合面を確認した。
不整合面の境界は、MN30ﾟE 18ﾟEを示す。

・砂子又層下部層（S１）は粗粒砂岩と凝灰岩からなる。

・六ヶ所層（R）は葉理がみられる褐色の砂からなり、基底部に礫を含む。

・砂子又層下部層（S１）の層理面の走向・傾斜のうち、MN45ﾟW 7ﾟＮという測定値については、向斜
軸方向（南東方向）に傾斜する大局的な地質構造と非調和であるが、その他の４つの測定値に
ついては、走向がMN32ﾟE からMN70ﾟWを示し、傾斜が9ﾟ～20ﾟを示すなど、走向の振れ幅が大き
いものの概ね南東（東南東～南南西）傾斜を示しており、大局的な地質構造と調和的である。

六ヶ所層（R）

砂子又層下部層（S１）

不整合の拡大写真

写真

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．１ 出戸西方断層

鷹架沼南岸の地質調査結果（露頭３）
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b.MN32E12E

b.MN40E9E

b.MN85W20S

b.MN70W12S

b.MN45W7N

凝灰岩

↑露頭３：砂子又層下部層（S１）の標高17m付近に認められる
凝灰岩
【S1_f.a.試料】

露頭３

以下の試料を対象に地質年代測定（ＦＴ法、Ｕ-Ｐｂ法）を実施した。

【S1_f.a.試料】

・露頭３：砂子又層下部層（S１）の標高17m付近に認められる凝灰岩

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．１ 出戸西方断層

鷹架沼南岸の地質調査結果（露頭３：地質年代測定（FT法、U-Pb法）：試料）
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・FT法は結晶外部面を、U-Pb法は結晶表面の普通鉛汚染を避けるため、FT測
定後研磨した内部面を測定している。

・U-Pb年代測定の結果は、全粒子がディスコーダント年代を示し、有効な年代値
が得られない。

・ U-Pb年代が50Ma台から2Ma台まで大きくばらつくものの、それとほぼ関係なく
FT粒子年代が分布するのがわかる。

・この現象は、FT年代がほぼリセットしているためと解釈される。

・地質年代測定（FT法）の結果、砂子又層下部層（S１）の凝灰岩からは3.7±0.3Maの年代値が得られた。

・U-Pb法では有効な年代値が得られなかった。

・砂子又層下部層（S1）については、これまでの知見と整合的な結果が得られ、新第三系鮮新統と判断される。

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．１ 出戸西方断層

鷹架沼南岸の地質調査結果（露頭３：地質年代測定（FT法、U-Pb法）：結果）
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露頭４

15-

14-

標高
(m)

六ヶ所層（R）

・露頭４において、標高約14.6mに砂子又層下部層（S１）と
六ヶ所層（R）の不整合面を確認した。不整合面の境界は、
MN70W 8Sを示す。

・砂子又層下部層（S１）は粗粒砂岩からなり、シルト岩や凝
灰岩を挟む。地層の傾斜は20ﾟ程度の南東傾斜を示す。

・六ヶ所層（R）は主に褐色の砂からなり、下部はシルトの
薄層を挟在し、基底にチャート等の円礫を特徴的に含む。
シルトの薄層はほぼ水平な構造を示す。

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．１ 出戸西方断層

鷹架沼南岸の地質調査結果（露頭４）
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露頭５

b.MN74W2N

・露頭５において、標高約8mに砂子又
層下部層（S１）と六ヶ所層（R）の不整
合面を確認した。

・砂子又層下部層（S１）は、主に粗粒砂
岩からなり、シルト岩や軽石凝灰岩を
挟む。地層の傾斜は、ほぼ水平ないし
は極めて緩い北西傾斜を示す。

・六ヶ所層（R）は、シルト・砂互層からな
り、腐植層を挟在する。基底に砂礫層
がみられる。地層の傾斜は、ほぼ水平
ないしは10ﾟ程度南傾斜を示す。

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．１ 出戸西方断層

鷹架沼南岸の地質調査結果（露頭５）
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鷹架沼南岸周辺の地質平面図

露頭１
露頭２

Tkh露頭

鷹架沼南岸の
地質平面図の範囲

露頭３
露頭４

露頭５

・地表地質調査の結果、鷹架沼南岸周辺の鷹架層上部層（T３）、
砂子又層下部層（S１）、六ヶ所層（R）等の分布状況を確認した。

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．１ 出戸西方断層

鷹架沼南岸の地質調査結果（周辺）（地質平面図）
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東西

露頭１
露頭２

Tkh露頭 Ａ’Ａ

↑ 折点１ ↑ 折点２ ↑ 折点３

露頭３
露頭４

露頭５

注）地質断面図中のTkh露頭、露頭1～5など、露頭情報
については、スケッチ図の左右を反転して投影している。

東西
Ａ’Ａ

↑ 折点１ ↑ 折点２ ↑ 折点３

縦：横＝1：1

・砂子又層下部層（S１）は、向斜軸の東側では概ね10°前後で北西に傾斜し、
非対称な向斜構造の東翼部を形成している。

・六ヶ所層（R）の内部構造の傾斜方向はバラついており定向性はみられない。

・六ヶ所層（R）は、約15～20mのほぼ一定の層厚で東に緩く傾斜しており、向
斜構造を形成する下位層とは非調和な分布を示している。

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．１ 出戸西方断層

鷹架沼南岸の地質調査結果（周辺）（地質断面図）
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北西 南東

⑯

⑰

・追加調査によって更新した鷹架沼南岸の地質断面図を、⑰測
線地質断面図に反映し更新した。

・主な更新内容は、六ヶ所層（R）とその上下に分布する地層と
の境界位置の詳細化である

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．１ 出戸西方断層

鷹架沼南岸の地質調査結果（⑰測線地質断面図）
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１．向斜軸西側の調査結果

・ボーリング地点やTkh露頭付近で約40ﾟ南東傾斜する砂子又層下部層は、n露頭で約30ﾟ、露頭４で約20ﾟと、南東に向かうにつれ傾斜を減
じ、露頭５、１、２では傾斜方向が逆転し、1ﾟ～4ﾟ北西傾斜している。

・これらの結果から、鷹架沼南岸における向斜構造は、軸の北西側で急傾斜を示し、南東側で緩傾斜を示しており、向斜軸を挟んで非対
称な特徴を示す。

・ 六ヶ所層の内部構造に着目すると、最下位に基底礫を伴う「シルト・砂互層」、その上位に「シルト」の順に累重しており、この「シルト」を
削り込んで「礫混り砂（非海成層）」が分布し、その上位に「細粒砂」「粗粒砂～シルト」が累重している。これらはチャネル状に分布すると
解釈される「礫混り砂（非海成層）」を除いていずれもほぼ水平に分布しており、向斜構造を形成した構造運動の影響を受けていないもの
と判断される。

・Tkh露頭付近と露頭１のデータから算出される中位段丘堆積層（M１面堆積物）の基底面の勾配は約1.2％であり、⑰測線のM１面の勾配
1.1％と調和的である。

２．向斜軸東側の調査結果

・砂子又層下部層（S１）は、向斜軸の東側では概ね10°前後で北西に傾斜し、非対称な向斜構造の東翼部を形成している。

・六ヶ所層（R）の内部構造の傾斜方向はバラついており定向性はみられない。

・六ヶ所層（R）は、約15～20mのほぼ一定の層厚で東に緩く傾斜しており、向斜構造を形成する下位層とは非調和な分布を示している。

３．地質年代測定結果（FT法、U-Pb法）

・砂子又層下部層（S１）からは約3.7～4.0Ma、六ヶ所層（R）からは378±3ka（U-Pb）、0.5±0.1Ma及び1.3±0.2Ma（FT）の年代値が得られた。

・砂子又層下部層（S1）については、これまでの知見と整合的な結果が得られ、新第三系鮮新統と判断される。

・六ヶ所層（R）は、第四系下部～中部更新統と判断される。

・これらの結果により、砂子又層下部層（S１）、六ヶ所層（R）、中位段丘堆積層（M１面堆積物）等の累重関係・地質構造・地
質年代がより明らかとなり、第四系下部～中部更新統である六ヶ所層（R）がほぼ水平に分布している状況が確認された。
したがって、砂子又層下部層（S１）以深の地層に認められる非対称な向斜構造を形成した構造運動は、六ヶ所層（R）の堆
積中及び堆積後、認められないと評価した。

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．１ 出戸西方断層

鷹架沼南岸の地質調査結果（まとめ）
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位置図

ＬＤリニアメント断続区間

OT-１露頭 OT-２露頭

北川

500ｍ

連続性の非常に悪い鞍部と直線
状谷、急斜面からなる地形要素。

馬門川

北川左岸のボーリング調査位置及び測線

112

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．１ 出戸西方断層

北端付近の地質調査結果（調査位置図）

まとめ資料
（2018.10.31）
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火山灰分析実施孔

・ボーリング調査の結果、被覆層（ローム層・礫混りシルト層）は、地形面とほぼ平行に分布している。

・当地域周辺のより低位の面から順に面を区分しており、本測線における標高200m内外の平坦面を
H2面に対比した。

・LDリニアメント延長付近位置を挟んで分布する高位段丘面に高度不連続は認められない。

113

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．１ 出戸西方断層

北端付近の地質調査結果（北川左岸のボーリング調査結果）

まとめ資料
（2018.10.31）
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地点 OT-1露頭 OT-2露頭

深度 地表付近 地表付近

走向、傾斜 MN15°E 72°W MN12°E 68°W

レイク 70°R 75°L

破砕部性状

破砕部の幅
未固結の破砕部：約1cm

（内、粘土状破砕部：数mm）
顕著な破砕部は認められず、断層面は固結している。

破砕部の幅
粘土状破砕部：約3cm

角礫状破砕部：約12cm

軟質で直線的な粘土状破砕部が認められる。

CT画像観察
・明瞭でシャープな剪断面が認められる。
・変位センスは不明瞭である。

・明瞭でシャープな剪断面が認められる。
・変位センスは不明瞭である。

研磨片観察
・粘土状破砕部の上盤側には、最も直線的なY剪断面（最新
面）が認められ、この面の周辺には粒子が最も細粒である。

・最新面での変位センスは不明である。

・褐色粘土状破砕部とセピオライト脈の境界には、最も直線的なY剪断
面（最新面）が認められ、この面の周辺では粒子が最も細粒である。

・Y剪断面（最新面）沿いには粒子の配列による面構造Sが認められる。
・複合面構造から、逆断層センスを示唆する。

薄片観察
（最新面）

・最新面の周辺では粒子が最も細粒である。
・粘土鉱物の配列による面構造Sが認められる。
・複合面構造から、正断層センスであると判断される。

・最新面の周辺では粒子が最も細粒である。
・粘土鉱物の配列による面構造Sが認められる。
・複合面構造から、逆断層センスであると判断される。

・断層露頭調査の結果、破砕部はOT-1露頭では約1cm（その内、粘土状破砕部は数mm）であり、OT-2露頭では、約15cm （その内、
粘土状破砕部は約3cm）である。

・薄片観察において、最新面での変位センスは、OT-1露頭では、正断層センスであり、OT-2露頭では逆断層センスである。
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．１ 出戸西方断層

北端付近の地質調査結果（破砕部性状の比較）

まとめ資料
（2018.10.31）
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・DEMを用いた判読の結果、棚沢川以北ではLDリニアメントが断続的に
判読されるが、OT-1露頭以北には判読されない。

・OT-1、OT-2露頭を対象にマクロ的（露頭観察）～ミクロ的（薄片観察）
観察の結果、最新面での変位センスは、OT-2露頭は出戸西方断層と
同じ逆断層センスであるが、OT-1露頭では、正断層センスである。

・OT-1、OT-2露頭における断層の破砕幅は、OT-1露頭では約1cm（そ
の内、粘土状破砕部は数mm）であり、OT-2露頭では、約15cm （その
内、粘土状破砕部は約3cm）である。

出戸西方断層の北端は、OT-1露頭以北にリニアメント・変動地形が判
読されず、OT-1露頭は正断層センスを示すことから、OT-1露頭と評価
した。

OT-1露頭

OT-2露頭

出戸西方断層の北端位置
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．１ 出戸西方断層

北端のまとめ

まとめ資料
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安山岩溶岩 （不均質な多孔質部）

火山角礫岩

安山岩溶岩 （多孔質部）

安山岩溶岩 （塊状部）

砂礫 ：Ｌ１面堆積物

（中位面）

（低位面）

凡　　　例

地形面区分図

露頭

扇状地面dt

L１面L1

M２面M2

今泉ほか編 （2018） による
活断層図の凡例

　活断層

　活断層， 位置不確か
　（人工改変 ・ 侵食崖）

　活断層， 位置不確か
　（延長部に崖あり）

　断層崖

MK測線

IB測線

調査測線設定の考え方

MK測線

・今泉ほか編（2018）が指摘する「出戸
西方断層帯」のうち、最も確実として
いる「断層崖」直近の平坦面上におい
て、断層線の走向と概ね直交するよう、
真北から120°東に振った測線を設
定し、斜めボーリングMK-1孔と、鉛直
ボーリングMK-2孔を配して調査を行
い、断層の存否を確認した。

Ｏ－２露頭

ｅ

明神川

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．１ 出戸西方断層

文献が指摘する「活断層」直下における断層の存否：MK測線

第325回審査会合
（2019.12.20）
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安山岩溶岩 （不均質な多孔質部）

火山角礫岩

安山岩溶岩 （多孔質部）

安山岩溶岩 （塊状部）

砂礫 ：Ｌ１面堆積物

（中位面）

（低位面）

凡　　　例

地形面区分図

露頭

扇状地面dt

L１面L1

M２面M2

今泉ほか編 （2018） による
活断層図の凡例

　活断層

　活断層， 位置不確か
　（人工改変 ・ 侵食崖）

　活断層， 位置不確か
　（延長部に崖あり）

　断層崖

A A’

投影

MK測線調査結果

・次頁以降のボーリングコア観察、露頭観察の検討結果に基づき、地層の対比及
び地質構造について検討した。

・その結果、ボーリングコア深度59.00～66.50mの安山岩溶岩（塊状部）と下図の露
頭で確認した安山岩溶岩（塊状部）は同一の溶岩であると判断した。

・MK測線の泊層は大局的には西傾斜の構造を示す。

・出戸西方断層の存在を示唆する断層及び地質構造は存在しない。

A
A’

・なお、下図の露頭で確認した安山岩溶岩（多孔質部）については、上位の安山岩溶岩
（塊状部）と同一の溶岩と判断される。安山岩溶岩（多孔質部）の分布はボーリングコア
では確認できないため局所的であると考えられる。

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．１ 出戸西方断層

文献が指摘する「活断層」直下における断層の存否：MK測線 調査結果

第325回審査会合
（2019.12.20）
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40.00～50.20m
・安山岩質な火山角礫岩からなる。
・基質と安山岩との境界は不規則な形状を呈し、
　不明瞭である。
・基質の一部は変質により暗緑灰色を呈する。
・安山岩は発泡している箇所が認められる。

40.25～40.53m
・硬質な安山岩礫の隙間を埋める固結した
　緑色細粒物脈が認められる。

42.45～45.95m
・弱い風化により基質が褐色味を帯びる。

45.95～48.30m
・基質が多く、変質による緑色化が認められる。
・岩質は硬質である。

　

50.20～59.00m
・安山岩質な火山角礫岩からなる。
・最大径1m程度の角礫状ないしは亜角礫状の
　安山岩質火山岩塊と、径0.5～5cmの不定形
　の安山質火山礫を含む。
・基質は細粒・緻密な同質の凝灰岩からなり、
　一部に斜長石を含む。
・火山岩塊および火山礫は斜長石に富む。
・ほとんどの火山岩塊および火山礫は発泡
　していないが、一部に多孔質なものを含む。

53.47～53.53m
・礫間を埋める固結した緑色細粒物脈が
　認められる。
・上下端境界は不規則に凹凸している。
　

59.00～60.00m
・斜長石斑晶に富む緻密な安山岩溶岩からなる。
59.44～59.51m
・密着した緑色細粒物脈。コアでの傾斜は約15°。
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42

44

46

48

50

52

54

56

58
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度

m m

60.00～66.50m
・斜長石斑晶に富む緻密な安山岩溶岩からなる。

60.65～61.35m
・厚さ3～10mmの緑色細粒物脈が認められる。
・コアの長軸に沿って分布し、境界面は凹凸
　があり密着している。

63.25～64.00m
・やや自破砕状を呈し、礫間に複数の固結した
　緑色細粒物脈が認められる。

66.50～80.00m
・安山岩質な火山角礫岩からなる。
・最大径約60cmの角礫状ないしは亜角礫状の
　安山岩質火山岩塊と、径0.5～5cmの不定形
　の安山質火山礫を含む。
・基質は細粒・緻密な同質の凝灰岩からなり、
　一部に斜長石を含む。
・火山岩塊および火山礫は斜長石に富む。

69.30～69.50m
70.45～70.52m�
・礫状となった安山岩の隙間を充填して固結
　した緑色細粒物脈が分布する。これらの一部
　には、溶脱とみられる空隙が存在する。

75.42～75.80m
・発泡が顕著である。

75.80～79.40m
・緻密な安山岩溶岩からなる。
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m m

火
山
角
礫
岩

火
山
角
礫
岩

５１

５２

５３

５４

５５

５６

５７

５８

５９

６０

６１

６２

６３

６４

６５

６６

６７

６８

６９

７０

７１

７２

７３

７４

ＣＴ画像 WL:1000 WW:4000

安山岩溶岩（塊状）

火山角礫岩

火山角礫岩

安山岩溶岩（塊状）

火山角礫岩

火山角礫岩

・上図は、MK-1孔の柱状図から抜粋した。

A A’

・ボーリングコア観察に際して、地質構造を大局的に把握するため、まずは「溶岩」か「火山砕屑岩」かに着目して記載し、地質区分
している。

・下図に示すMK-1孔では、深度59.00m以浅に最大径1m程度の基質と同質な安山岩礫を含む火山角礫岩が、深度59.00～66.50m
に斜長石斑晶に富む緻密な安山岩溶岩が、深度66.50m以深に最大径60cm程度の基質と同質な安山岩礫を含む火山角礫岩が
確認される。

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．１ 出戸西方断層

文献が指摘する「活断層」直下における断層の存否：MK測線 ボーリングコア1/2
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A

A’

・次いで同一に区分された地質の中でも、発泡の特徴などに違いがないかどうかに着目し、丁寧に記載
している。

・下図に示すMK-1孔の深度30.71m以浅には安山岩溶岩が認められるが、発泡の特徴の違いに基づき、
深度21.36m以浅を安山岩溶岩（多孔質）、深度21.36～29.46mを安山岩溶岩（不均質な多孔質部）、深
度29.46m～30.71mを安山岩溶岩（塊状）と区分した。

安山岩溶岩（多孔質）

安山岩溶岩（不均質な多孔質部）

安山岩溶岩（塊状）

20.00～21.36m
・発泡痕が顕著な多孔質安山岩溶岩からなる。
・斜長石斑晶に富む。

21.36～29.46m
・弱い自破砕構造を持つ安山岩溶岩からなる。
・基質と安山岩との境界は不規則な形状を呈し、
　不明瞭である。
・基質の一部は変質により暗緑灰色を呈する。
・発泡痕が顕著な安山岩を不均質に含む。

29.46～30.71m
・塊状・緻密な安山岩溶岩からなる。

30.22m
・厚さ約1cmの固結した暗緑色の細粒物脈が認めら
　れる。
・コアでの見かけ傾斜は60°程度を示し、
　面の形状は凹凸している。

30.71～40.00m
・弱い自破砕構造を持つ安山岩質な火山角礫岩
　からなる。
・基質と安山岩との境界は不規則な形状を呈し、
　不明瞭である。
・基質の一部は変質により暗緑灰色を呈する。
・安山岩は発泡している箇所が認められる。

30.71～30.87m
・暗緑色の細粒物脈が複雑な形状で認められる。
・これらは固結・密着しており、軟質部は認め
　られない。
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8.64m

6/19
朝

0.00～1.25m
・砕石からなる。

1.25～2.00m
・黒褐色の土壌からなる。
・径2cm以下の安山岩の亜角礫を含む。
・植物片を含む。

2.00～4.68m
・淘汰の悪いシルト混り砂礫からなる。
・基質支持であり、締りが良い。
・最大径20cmの多色性（灰～暗灰色、赤～黄褐色）
　の安山岩の亜円～亜角礫を含む。

4.68～7.95m
・塊状・緻密な安山岩溶岩からなる。
・節理面は褐色化している。
・最上部は弱風化し，黄褐色を呈する。
・最下部約1m区間は発泡痕が認められる。

7.95～8.57m
・固結した自破砕溶岩からなる。
・基質は変質により黄灰色を呈する。

8.57～10.38m
・節理が多い緻密な安山岩溶岩からなる。
・9.50m以浅は一定方向の節理が認められ、以深で
　は板状ないしは網目状の節理が密集している。
・8.65mに厚さ8mm，コアでの傾斜56°の固結した　
　細粒物脈が認められる。

10.38～11.62m
・円礫状の安山岩を含む火山砕屑岩からなる。
・斑晶の少ない塊状・緻密な異質安山岩の円礫を
　含む。
・円礫の最大径は約25cm。

11.62～21.36m
・発泡痕が顕著な多孔質安山岩溶岩からなる。
・斜長石斑晶に富む。

・15.97～16.12mに厚さ1～2cmの固結した緑色細粒
　物脈が認められる。
・脈の形状は湾曲しており、せん断面等は認めら
　れない。

・17.50～17.63mは固結した火山砂からなる。
・上端境界は凹凸しており、コアでの傾斜は約5°
　を示し、下端のコアでの傾斜は約40°を示す。
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２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

ＣＴ画像 WL:1000 WW:4000

１５

１６

１７

１８

１９ 安山岩溶岩（多孔質）

安山岩溶岩（不均質な多孔質部）

安山岩溶岩（塊状）

・上図は、MK-1孔の柱状図 から抜粋した。

火山角礫岩 火山角礫岩

火山
角礫岩

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．１ 出戸西方断層

文献が指摘する「活断層」直下における断層の存否：MK測線 ボーリングコア2/2
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調査測線設定の考え方

IB測線

・文献が「断層崖」としている崖を挟んだ
両側で、ボーリング調査を実施した。

・ボーリング調査は、既往調査※測線で
ある「IB測線」の４孔に、今回新たにIB-
5孔とIB-6孔を配して調査を行い、断層
の存否を確認した。

安山岩溶岩 （不均質な多孔質部）

火山角礫岩

安山岩溶岩 （多孔質部）

安山岩溶岩 （塊状部）

砂礫 ：Ｌ１面堆積物

（中位面）

（低位面）

凡　　　例

地形面区分図

露頭

扇状地面dt

L１面L1

M２面M2

今泉ほか編 （2018） による
活断層図の凡例

　活断層

　活断層， 位置不確か
　（人工改変 ・ 侵食崖）

　活断層， 位置不確か
　（延長部に崖あり）

　断層崖

MK測線

IB測線

Ｏ－２露頭

ｅ

明神川

※既往調査：2010年実施の東京電力・東北電力との共同調査

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．１ 出戸西方断層

文献が指摘する「活断層」直下における断層の存否：IB測線

120

第325回審査会合
（2019.12.20）

資料1-１ p94 再掲



今泉ほか編（2018）による「断層崖」

縦：横比 1：1

西 東

IB-1孔～IB-4孔間の勾配

3.6％
IB-1孔～IB-4孔間の勾配

3.7％

・出戸西方断層の存在を示唆するような断層は推定されない。

・文献が指摘する断層崖は、扇状地堆積物の堆積状況を判読したものと判断される。

調査結果

・既往調査結果と合わせて地質断面図
を作成した。

・測線付近の地質は主に安山岩溶岩
からなる泊層と、これを不整合で覆う
第四系である。

・ローム層に挟在する洞爺火山灰
（Toya）は今泉ほか編（2018）による
「断層崖」位置をまたぐ東西でほぼ水
平に連続しており、IB-1孔～IB-4孔
間の洞爺火山灰（Toya）の勾配は
3.6%である。

・ IB-1孔～IB-4孔間の泊層とM２面堆
積物との不整合面の勾配は3.7％で
あり、洞爺火山灰（Toya）とほぼ平行
に連続している。

・泊層安山岩溶岩内部の構造につい
ても、多少の凹凸があるものの概ね
水平に連続している。

・一方で今泉ほか編（2018）による
「断層崖」の西側には、礫混りシルト
からなる扇状地堆積物が最大層厚
5m程度で分布しており、今泉ほか編
（2018）による「断層崖」の東側には
分布していない。

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．１ 出戸西方断層

文献が指摘する「活断層」直下における断層の存否：IB測線 調査結果
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MK測線

・今泉ほか編（2018）が指摘する「出戸西方断層帯」位置においてボーリング調査を実施した結果、出戸
西方断層の存在を示唆する断層及び地質構造は存在しない。

IB測線

・同文献が指摘する「出戸西方断層帯」位置においてボーリング調査を実施した結果、IB-1孔～IB-4孔
間の泊層とM２面堆積物との不整合面の勾配は3.7％であり、洞爺火山灰（Toya）の勾配3.6%とほぼ平
行に連続していることから、出戸西方断層を示唆するような断層は推定されない。

・今泉ほか編（2018）による「断層崖」の西側には、礫混りシルトからなる扇状地堆積物が最大層厚5m程
度で分布しており、この東側には分布していないことから、文献が指摘する断層崖は、扇状地堆積物
の堆積状況を判読したものと判断される。

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．１ 出戸西方断層

文献が指摘する「活断層」直下における断層の存否：まとめ
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・中山崎近傍まで出戸西方断層が達し
ていないとするデータを拡充するため、
今泉ほか編（2018）の「出戸西方断層
帯」北端付近の地質データを拡充した。

・左図のうち、断層線の北端付近におけ
る「中山崎」の段丘面に逆向きの傾動
が図示されている。

・当該段丘面をNK測線として設定し、そ
の南北で比較的広い段丘面を対象に
NKS測線・NKN測線を設定した。

・この３測線（主測線）を代表として各10
孔のボーリングを配置し、示標テフラや
段丘構成層の確認、段丘基底面（旧波
食台）の高度とその形態について検討
した。

・また、これら主測線間や、さらに北側の
段丘面について地質データを補完する
ため、北はNKｆから、南はNKgまでの各
測線を設定し、ボーリング調査を行い、
各種検討を行った。

※ なお、大文字のアルファベットＮＫは
中山崎を指し、小文字のｆ、ａ、ｂ、ｃ、
ｄ’、ｇは、次頁以降に示す旧汀線高
度等の読み取り位置の記号に対応し
ている。

Ｏ－２露頭

ｅ

明神川

※O-2露頭（御宿山北方断層の断層露頭）における断層の走向を北方延長位置として
黄色破線でトレースした。

中山崎

Ｏ－２露頭

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．１ 出戸西方断層

文献が指摘する「活断層」北端付近の地質データ拡充（調査平面図）
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【主測線のＭ１面の特徴】

・今回の調査・検討結果により、主測線であるNK測線では、NK-2
孔・NK-3孔において、洞爺火山灰（Toya）をパッチ状に含む風成
のローム層（lm）が泊層を直接覆っており、MIS5eに離水したＭ１

面の根拠となっている。

・ Ｍ１面と判読している区間の泊層の上限は、標高約25～28mで
あり、ほぼ平坦もしくは海側に緩く傾斜している。

・調査地域周辺にみられるＭ１面（泊層上限）は、岩石海岸からな
る現世の波食台（写真参照）の様相を呈する。

・後述するように、その他の測線についても、古期扇状地堆積層
が泊層の上位を直接覆うという違いがあるものの、Ｍ１面（泊層
上限）は段丘構成層が分布しないか極めて薄い砂～円礫層か
らなり、岩石海岸からなる現世の波食台の様相を呈する。

・現世の波食台は、泊層の岩石海岸
からなる。

・泊層からなる波食台は、差別浸食
等によりいびつに凸凹しつつも、大
局的には平坦な地形を有する。

現世の波食台

泊層上限の平坦面

旧汀線アングル

旧汀線高度（泊層上限）

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．１ 出戸西方断層

「活断層」北端付近の地質データ拡充（旧汀線の考え方 1/2）
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泊層上限の平坦面

泊層上限の
傾斜変換

段丘崖

旧汀線アングル

旧汀線高度
（泊層上限）

【旧汀線の特徴】

・NKN測線では、NKN-5孔とNKＮ-6孔との間にお
いて、泊層上限の平坦面の存在が推定される。
この平坦面の標高は約23mであり、NK測線の
Ｍ１面（泊層上限）の標高と概ね一致する。

・NKN-6孔より山側においては、泊層上限の傾
斜変換があり、 Ｍ１面の旧汀線アングルと判読
している位置とほぼ一致することから旧汀線位
置と判断した。

・NKN測線の中央には、後述するMIS5eと5cの海
水準変動に伴う段丘崖と判断される泊層上限
の不連続が確認される。

・ これらの特徴から、旧汀線の考え方について
以下のように整理し、他の測線へ展開した。

①泊層上限に波食台（平坦面もしくは緩傾斜面）
が推定され、旧汀線アングル付近の泊層上限
の傾斜変換（段丘崖の崖下）を旧汀線位置とし、
段丘堆積物がほとんどみられないことから、便
宜上、泊層上限の標高を『旧汀線高度（泊層
上限）』とした。

②旧汀線アングルを横断してボーリングを配置し
ていない測線については、旧汀線アングル位
置における泊層上限の標高を『旧汀線高度
（泊層上限）』とした。

示

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．１ 出戸西方断層

「活断層」北端付近の地質データ拡充（旧汀線の考え方 2/2）
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中山崎

※O-2露頭（御宿山北方断層の断層露頭）における断層の走向を北方延長位置として黄色破線でトレースした。

現世の波食台

・調査・検討の結果、調査地域付
近の段丘面は図に示す大規模
崩壊地形跡地や、明神川から供
給されたとみられる古期扇状地
堆積物に広く覆われていること
が明らかとなった。

・従って、Ｍ１面の旧汀線高度（地
形面）は、古期扇状地堆積物の
厚さによって規制されている。

・今泉ほか編（2018）による「出戸
西方断層帯」延長位置付近に分
布するＭ１面の旧汀線高度（泊
層上限）は、概ね標高26m前後
で一定しており、系統的な高度
の不連続は認められない。

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．１ 出戸西方断層

「活断層」北端付近の地質データ拡充（旧汀線高度分布図）
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・NKf、Nka、NKb測線は、主測線であるNKN測線のデータを補完するために、各段丘面に３孔のボー
リングを配置し調査を行い、示標テフラや段丘構成層の確認、段丘基底面（旧波食台）の高度とそ
の形態について検討した。

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．１ 出戸西方断層

「活断層」北端付近の地質データ拡充（平面図 NKf、Nka、NKb測線）
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・NKf、Nka、NKb測線付近の段丘面は古期扇状地堆積物（ofd2）
に広く覆われている。

・古期扇状地堆積物（ofd2）は、亜角礫を多く含むが基質支持であ
り、一部に腐植質シルト～シルトからなる湿地堆積物（md1）を挟
在する。

・古期扇状地堆積物（ofd2）もしくは湿地堆積物（md1）に、洞爺火
山灰（Toya）を含む。

dt面

dt面

dt面

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．１ 出戸西方断層

「活断層」北端付近の地質データ拡充（地質断面図 NKf、Nka、NKb測線）
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・NKN測線は文献が示す「活断層」以北における比較的広い段丘面を対象とした主測線として10孔のボーリングを
配置し、またNKc測線はこのデータを補完するために３孔のボーリングを配置し調査を行い、示標テフラや段丘構
成層の確認、段丘基底面（旧波食台）の高度とその形態について検討した。

注）ボーリング配置が直線状ではなく沢をまたいでいるのは、人工改変の有無や宅地など現地の制約によるものである。
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今泉ほか編（2018）による
活断層，位置不確か
（人工改変・侵食崖）

10m

100m
縦：横＝10：1

地形線凡例
陸域：　　　　　2m格子レーザー測量結果
　　　　　　　　　（2008年）
　　　　　　　　 1/2,500航空測量地形図
　　　　　　　　　（等高線間隔1m，1976年）
海域：　　　　　1/50,000海底地形図
　　　　　　　　　（海上保安庁水路部編，1982年）
※昭和51年作製の1/2,500航空測量図が存在する
　範囲については、以後の造成等の影響が少ない
　ため同図を用いている。

NKN測線

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．１ 出戸西方断層

「活断層」北端付近の地質データ拡充（平面図 NKN、NKc測線）
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・NKN、NKc測線の段丘面は古期扇状地堆積物（ofd2）に厚く覆われている。

・古期扇状地堆積物（ofd2）は、亜角礫を多く含むが基質支持であり、主に腐植質シルトか
らなる湿地堆積物を３層挟在する。

・湿地堆積物（md2）には、阿蘇４火山灰（Aso-4）を含む。
・湿地堆積物（md3）には、十和田レッド火山灰（To-Rd）を含む。
・湿地堆積物（md4）には、十和田a火山灰（To-a）を含む。

・NKN測線の中央に泊層上限高度の不連続が崖状に認められる。

・崖の東側には、石英粒子に富む円礫混り砂層が泊層を直接覆っており、阿蘇火山灰
（Aso-4）を含む湿地堆積物（md2）に覆われることからMIS5cのM3面堆積物と判断される。

・崖の西側は、堆積物が分布しないものの、後述のNK測線のテフラ層序から標高23m付近
の平坦面をMIS5eのM1面とした。

・これらの結果から、崖はMIS5eから5cにかけての海水準変動に伴う段丘崖と判断される
が、断層崖の可能性について確認するため、NKN-8孔、9孔により泊層中の地質確認を
行った結果、断層は認められない。

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．１ 出戸西方断層

「活断層」北端付近の地質データ拡充（地質断面図 NKN、NKc測線）

第325回審査会合
（2019.12.20）
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今泉ほか編（2018）による
活断層，位置不確か
（人工改変・侵食崖）

10m

100m
縦：横＝10：1

地形線凡例
陸域：　　　　　2m格子レーザー測量結果
　　　　　　　　　（2008年）
　　　　　　　　 1/2,500航空測量地形図
　　　　　　　　　（等高線間隔1m，1976年）
海域：　　　　　1/50,000海底地形図
　　　　　　　　　（海上保安庁水路部編，1982年）
※昭和51年作製の1/2,500航空測量図が存在する
　範囲については、以後の造成等の影響が少ない
　ため同図を用いている。

NK測線

・NK測線は文献が示す「活断層」北端付近において、逆向きの傾動が示されている比較的広い段丘面を対象とし
た主測線として10孔のボーリングを配置し、またNKd’測線はこのデータを補完するために３孔のボーリングを配
置し調査を行い、示標テフラや段丘構成層の確認、段丘基底面（旧波食台）の高度とその形態について検討した。

注）ボーリング配置が直線状でないのは、人工改変の有無や宅地など現地の制約によるものである。

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．１ 出戸西方断層

「活断層」北端付近の地質データ拡充（平面図 NK、NKd’測線）
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・NK測線ではNK-2孔、
3孔において、洞爺
火山灰（Toya）を
パッチ状に含む風
成のローム層（lm）
が泊層を直接覆っ
ており、MIS5eに離
水したM1面の根拠と
なっている。

・この西側はNK-4孔
において泊層の低
まりに古期扇状地
堆積物（ofd2）が分
布し、これら起伏の
ある下位層をマント
ルベディングしなが
ら古砂丘堆積物
（odu）が分布してい
る。

・泊層の上限はほぼ
平坦から海側に緩く
傾斜しており、傾動
を示唆する地形は
認められない。

・NKd’測線付近の段丘面は、NKd’1
孔においては風成の古砂丘堆積
物（odu）が泊層を直接覆っている。
NKd’2孔では古期扇状地堆積物
（ofd1）が、NKd’3孔では湿地堆積
物（md1）が、それぞれ泊層を直接
覆っている。

・古期扇状地堆積物（ofd2）は、亜角
礫を多く含むが基質支持であり、一
部に腐植質シルト～シルトからなる
湿地堆積物（md1）を挟在する。

・古砂丘堆積物（odu）に十和田レッ
ド火山灰（To-Rd）を含む。

・今泉ほか編（2018）による傾動は、NK-4孔付近におけるM1面の浸食地形と古砂丘堆積物（odu）
の高まりからなる、やや西傾斜の地形面範囲を判読している可能性がある。

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．１ 出戸西方断層

「活断層」北端付近の地質データ拡充（地質断面図 NK、NKd’測線）

第325回審査会合
（2019.12.20）
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今泉ほか編（2018）による
活断層，位置不確か
（人工改変・侵食崖）

10m

100m
縦：横＝10：1

地形線凡例
陸域：　　　　　2m格子レーザー測量結果
　　　　　　　　　（2008年）
　　　　　　　　 1/2,500航空測量地形図
　　　　　　　　　（等高線間隔1m，1976年）
海域：　　　　　1/50,000海底地形図
　　　　　　　　　（海上保安庁水路部編，1982年）
※昭和51年作製の1/2,500航空測量図が存在する
　範囲については、以後の造成等の影響が少ない
　ため同図を用いている。

NKS測線

・NKS測線は文献が示す「活断層」北端付近において、最も広い段丘面を対象とした主測線として10孔のボーリン
グを配置し、またNKg測線はこのデータを補完するために5孔のボーリングを配置し調査を行い、示標テフラや段
丘構成層の確認、段丘基底面（旧波食台）の高度とその形態について検討した。

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．１ 出戸西方断層

「活断層」北端付近の地質データ拡充（平面図 NKS、NKg測線）
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・NKS測線ではNKS-1孔、2
孔において、洞爺火山灰
（Toya）をパッチ状に含む
風成のローム層（lm）が
古期扇状地堆積物
（ofd2）及び泊層を直接
覆っており、MIS5eに離水
したM1面の根拠となって
いる。

・これらの層準は、さらに下
位の古期扇状地堆積物
（ofd1）を覆っており、
NKS-5孔において、阿蘇
４火山灰（Aso-4）を基底
に含むローム層（lm）に覆
われる。

・泊層の上限は海側に緩く
傾斜しており、傾動を示
唆する地形は認められな
い。

・今泉ほか編（2018）による傾動は、NKS-3、4孔とこれより西側にみられるような古期
扇状地堆積物（ofd1）の層厚の違いによって、段丘面の傾斜がみかけ緩傾斜になっ
ている範囲を判読している可能性がある。

・NKg測線ではNKg1孔において洞爺火山灰（Toya）が確認
される。

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．１ 出戸西方断層

「活断層」北端付近の地質データ拡充（地質断面図 NKS、NKg測線）
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（2019.12.20）
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今泉ほか編（2018）が示す「出戸西方断層帯」北端付近においてボーリング調査を行い、地質データを拡充した結果は、以下のとおりである。

各測線全般について

・今泉ほか編（2018）が示す「出戸西方断層帯」北端付近の段丘面は古期扇状地堆積物に広く覆われている。

・海成段丘については、古期扇状地堆積物の下位にMIS5eのM１面や、MIS5cのM３面が埋没している。

・M１面は段丘構成層が分布しないか極めて薄い砂～円礫層からなる。

・M３面は石英粒子を多く含む円礫混り砂層からなり、阿蘇４火山灰（Aso-4）を含む湿地堆積物に覆われる。

・Ｍ1面の旧汀線高度（泊層上限）は概ね標高26m前後で一定している。

今泉ほか編（2018）による傾動について

・NK測線における今泉ほか編（2018）による傾動は、NK-4孔付近におけるM１面の浸食地形と古砂丘堆積物（odu）の高まりをやや西傾斜の
地形面範囲と判読したものと判断される。

・NKS測線における今泉ほか編（2018）による傾動は、 NKS-3、4孔とこれより西側にみられるような古期扇状地堆積物（ofd1）の層厚の違い
により、段丘面の傾斜がみかけ緩傾斜を判読したものと判断される。

・M１面の旧汀線高度は概ね標高26m前後で一定しており、御宿山北方断層の延長位置及び文献が示す出戸西方断層帯の
延長位置を境して、Ｍ１面の旧汀線高度に系統的な不連続は認められない。

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．１ 出戸西方断層

文献が指摘する「活断層」北端付近の地質データ拡充（まとめ）
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③同文献が指摘する「活断層」北端付近の地質データ拡充
・M１面の旧汀線高度は概ね標高26m前後で一定しており、御宿山北方断層の延長位置及び文献が示す出戸西方断層帯
の延長位置を境して、Ｍ１面の旧汀線高度に系統的な不連続は認められない。

②断層存否：MK測線
・同文献が指摘する「出戸西方断層帯」位置においてボーリング調査を実施した結果、出戸西方断層の存在を示唆する断
層及び地質構造は存在しない。

②断層存否：IB測線
・同文献が指摘する「出戸西方断層帯」位置においてボーリング調査を実施した結果、IB-1孔～IB-4孔間の泊層とM２面堆
積物との不整合面の勾配は3.7％であり、洞爺火山灰（Toya）の勾配3.6%とほぼ平行に連続していることから、出戸西方断
層を示唆するような断層は推定されない。

・同文献による「断層崖」の西側には、礫混りシルトからなる扇状地堆積物が最大層厚5m程度で分布しており、この東側に
は分布していないことから、文献が指摘する断層崖は、扇状地堆積物の堆積状況を判読したものと判断される。

・今泉ほか編（2018）が指摘する「出戸西方断層帯」の位置には、出戸西方断層の存在を示唆する断層及び地質構造は存
在せず、また、当社の判読基準に基づく「遷緩線」であり、評価を変更する必要はないと判断される。

①変動地形調査結果
・今泉ほか編（2018）が指摘する「出戸西方断層帯」のうち、棚沢川以南については、同文献の断層線は当社の評価と概
ね一致しているが、棚沢川以北については、当社は大局的には西側の山腹斜面と東側の台地との境をなす遷緩線と判
読しており、微視的に見ても山腹裾部から台地にかけての扇状地面分布域を含めて変動地形ではないと評価している。

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．１ 出戸西方断層

文献が示す「出戸西方断層帯」に係る調査（まとめ）

第325回審査会合
（2019.12.20）
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出戸西方断層 約11km

棚沢川北川
馬門川

B測線及び断層南方
延長トレンチ

敷地

中山崎

申請時（H26.1.7）約10km

OT-2露頭

OT-1露頭

【Ｄ－１露頭】
・ＬＣリニアメントに対応する位置において、中位段丘
堆積層に変位・変形を与える西傾斜の逆断層が認
められる。

・断層による変位量は古い地層ほど大きく、十和田
大不動火山灰（約3.2万年前）にまで変位・変形が認
められ、さらに上位の十和田八戸火山灰（約1.5万
年前）には及んでいない。

→第四紀後期更新世以降の活動性を考慮する。

【北方】
・ボーリング調査等の結果、今泉ほか編（2018）によ
る活断層の延長部を横断して、Ｍ1面の旧汀線高度
（泊層上限）は概ね標高26m前後で一定しており、
高度不連続は認められないことから、中山崎周辺
から、太平洋側に連続するような活構造は認めら
れないと判断される。

・MK測線の調査結果から、出戸西方断層の存在を
示唆する断層及び地質構造は存在しない。

【南方】
・尾駮沼南岸及び鷹架沼南岸の調査結果により、砂子又層下部層（S１）、六ヶ所層（R）、中位段丘堆積層
（M１面堆積物）等の累重関係・地質構造・地質年代がより明らかとなり、第四系下部～中部更新統である
六ヶ所層（R）がほぼ水平に分布している。

・したがって、砂子又層下部層（S１）以深の地層に認められる非対称な向斜構造を形成した構造運動は、
六ヶ所層（R）の堆積中及び堆積後、認められない。

【ＯＴ－２露頭】
・薄片観察結果によれば、最新面での
変位センスは逆断層センスである。

・露頭における断層の破砕幅は約
15cmである。

・OT-2露頭からOT-1露頭間にはリニ
アメント・変動地形が判読される。

●南端位置
・C測線（断層南方延長トレンチ位置と概ね一致するＢ測線から南へ約
245mの位置）

・Ｚ測線以南にはリニアメント・変動地形は判読されない。
・出戸西方断層と同じ西傾斜の逆断層が認められない。
・イ断層、ロ1断層、ロ2断層は、連続性が乏しく、累積性がないことから、
これら断層を出戸西方断層の副次的な断層として安全側に評価。

・出戸西方断層及び副次的な断層は、C測線以南に認められない。
・鷹架層の地質構造は、C測線付近を境に南北で異なる。

●北端位置
・OT-1露頭位置
・OT-1露頭以北にリニアメン
ト・変動地形は判読されない。

・薄片観察結果によれば、最
新面での変位センスは正断
層センスであり、出戸西方断
層の逆断層センスと運動セ
ンスは異なる。

・露頭における断層の破砕幅
は約1cmであり小さい。

出戸西方断層の長さは、ＯＴ－１露頭位置（北端）からＣ測線（南端）までの約11kmと評価した。
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．１ 出戸西方断層

出戸西方断層のまとめ

まとめ資料
（2018.10.31）
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価

２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等

２．１．１ 出戸西方断層

２．１．２ 二又付近のリニアメント・変動地形

２．１．３ 戸鎖付近のリニアメント・変動地形

２．１．４ 老部川（南）上流付近のリニアメント・変動地形
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二又西方のリニアメント

二又北方のリニアメント

・六ヶ所村二又の北西付近には、Ｅ－Ｗ方向のＬＤリニアメント及びＮ
Ｗ－ＳＥ方向のＬＤリニアメントが判読される。

・二又西方リニアメントは、長さが約1.5ｋｍで、高位面（Ｈ４面）上にみ
られる北側が低い撓み状の崖からなり、両者の直線性はよくない。

・二又北方リニアメントは、長さが約２ｋｍで、山腹斜面上にみられる
南西側が低い傾斜変換部の断続からなる。

・活断層研究会編（1991）が図示する確実度Ⅲのリニアメントは、二又
北方リニアメントの南西側の直線状の谷にほぼ位置している。

敷地

敷地

リニアメント・変動地形の分布図
（敷地近傍拡大）

活断層研究会編

「新編 日本の活断層」（1991）
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．２ 二又付近のリニアメント・変動地形

二又周辺の空中写真判読図

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p77 再掲



・新第三系中新統の泊層及び鷹架層、新第三系鮮新統の砂子又層、第四系下部～中部更新統の六ヶ所層が分布する。

・これらを不整合に覆って第四系中部更新統の高位段丘堆積層が広く分布し、沢沿いの一部に第四系上部更新統の低位
段丘堆積層等が局所的に分布する。
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．２ 二又付近のリニアメント・変動地形

二又周辺の地質平面図

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p78 加除修正



・二又北方のLDリニアメントは、北西－南東方向の直線状の沢を判読したものであり、北東側が高い地形要素を示す。

・この沢を横断して流下する北北東－南南西の谷沿いには、主に粗粒砂岩からなる砂子又層下部層が断続的に露出しており、
礫岩、軽石密集層、軽石質砂岩などの鍵層を挟在する。

・これらの鍵層は、南西に概ね10°前後の一様な傾斜で分布しており、リニアメント周辺の地質構造に不連続は認められない。
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．２ 二又付近のリニアメント・変動地形

二又周辺の地質構造 A-A’断面

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p79 加除修正



・活断層研究会編（1991）が示す二又北方のリニアメントは、北北西－南南東方向の直線状の谷沿いに図示されている。

・この谷沿いには、主に粗粒砂岩からなる砂子又層下部層が断続的に露出しており、軽石密集層を２層準挟在する。

・これらの鍵層は、西南西に概ね10°前後の一様な傾斜で分布しており、リニアメント周辺の地質構造に不連続は認められない。

・また、露頭ｂ、ｆにおいて確認される中位段丘堆積層（M２面堆積物（河成））の基底は、ほぼ同一の標高（約40m）に分布しており、
高度不連続は認められない。
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．２ 二又付近のリニアメント・変動地形

二又周辺の地質構造 B-B’断面

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p80 加除修正



・二又西方のLDリニアメント及び活断層研究会編（1991）が図示する確実度Ⅲのリニアメント両側（①断面）において、
高位段丘堆積層（Ｈ４面堆積物）の上面に高度不連続は認められない。
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．２ 二又付近のリニアメント・変動地形

二又西方の地質構造

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p81 加除修正



○六ヶ所村二又の北西付近には、Ｅ－Ｗ方向のＬＤリニアメント及びＮＷ－ＳＥ方向のＬＤリニアメントが判読
される。また、ほぼ同じ位置に活断層研究会編（1991）が確実度Ⅲのリニアメントを図示している。

○ＬＤリニアメント及び活断層研究会編（1991）が図示する確実度Ⅲのリニアメントを挟んで、砂子又層下部
層の地質構造に不連続は認められず、高位段丘堆積層（Ｈ４面堆積物）上面にも高度不連続は認められ
ない。

○以上のことから、ＬＤリニアメント及び活断層研究会編（1991）が図示する確実度Ⅲのリニアメント周辺には、
第四紀後期更新世以降に活動した断層は存在しないものと判断した。
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まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p82 再掲
２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．２ 二又付近のリニアメント・変動地形

二又付近のリニアメント・変動地形のまとめ



２．敷地周辺陸域の断層等の評価

２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等

２．１．１ 出戸西方断層

２．１．２ 二又付近のリニアメント・変動地形

２．１．３ 戸鎖付近のリニアメント・変動地形

２．１．４ 老部川（南）上流付近のリニアメント・変動地形
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戸鎖南方のリニアメント

・六ヶ所村戸鎖南方には、Ｅ－Ｗ方向のＬＤリニアメントが断
続的に判読される。

・戸鎖南方リニアメントは、長さが約３ｋｍで、高位面（Ｈ４面）
と高位面（Ｈ５面）を境する北側が低い崖、高位面（Ｈ５面）上
を開析する北側が低い崖等の連続性のよい配列からなる。

・活断層研究会編（1991）が図示する確実度Ⅲのリニアメン
トは、戸鎖南方リニアメントの約１ｋｍ南方の直線状の谷に
ほぼ位置している。

敷地

敷地

リニアメント・変動地形の分布図
（敷地近傍拡大）

活断層研究会編

「新編 日本の活断層」（1991）
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．３ 戸鎖付近のリニアメント・変動地形

戸鎖周辺の空中写真判読図

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p84 再掲
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・新第三系中新統の鷹架層、新第三系鮮新統の砂子又層、第四系下部～中部更新統の六ヶ所層、
第四系中部更新統の高位段丘堆積層、第四系上部更新統の中位段丘堆積層等が分布する。

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．３ 戸鎖付近のリニアメント・変動地形

戸鎖周辺の地質平面図

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p85 加除修正
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・ＬＤリニアメントの位置を挟んで、高位段丘堆積層（Ｈ５面堆積物）の下面が
ほぼ水平に連続して分布している。

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．３ 戸鎖付近のリニアメント・変動地形

戸鎖周辺の地質断面図

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p86 加除修正


